
令和６年舞鶴市議会３月定例会

一般質問資料

［山本 治兵衛 議員］



小学校の水泳授業について 資料１
７）委託の検討を始めることについて

比較検討 各学校で開催 民間への委託

コスト面 年間 約700万～ 約384万円×回数～

メリット 学校内で授業が完結 教員の負担軽減

熱中症や水難事故の回避

ハイレベルな専門家の指導

温水プールにより、教育課程の融通化

デメリット 行き来も含めての授業長時間化
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舞鶴市西市民プラザについて 資料2-1
１）これまでの経緯について

日 付 開催された会議や背景 議論の内容

平成９年 西地区総合整備計画策定調査報告書 西市民のワークショップを経て、平成１０年３月に

報告書が提出された。

この報告書により西地区の将来像とその推進手法は

市民参画によることと明確に定められた。

平成１０年 西地区まちづくり計画策定委員会 平成１０年から学識経験者や地元各界代表者で構成

この調査報告書の中で、舞鶴市西市民プラザの整備

目的や役割が明確となった。平成１１年３月に報告。

同年 ５月 西市民プラザ整備検討委員会 市内各層、各団体、地元関係者により検討委員会の

設置。西市民プラザの整備内容が確立される。
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舞鶴市西市民プラザについて 資料2-2
１）これまでの経緯について

日 付 開催された会議や背景 議論の内容

平成１２年 西市民プラザの管理運営を考える 西市民プラザを利用者が使いやすい施設にするため

市民の勉強会 また、地域の拠点とするため、市民ワークショップ

が開催された。

平成１３年 ドットミーティング 「公設市民営」を具現化するため、市民営で行う

仕事の範囲、管理運営を担う組織のあり方などの

検討を行い「まとめ案」を舞鶴市へ提出。

平成１４年 「ＮＰＯまちづくりサポートクラブ」 平成１４年１１月に地域活動団体と活動団体及び行政

とをつなげる中間支援団体を目指し、ＮＰＯ法人の設立。

平成１５年 舞鶴市西市民プラザ 開館 以上の経緯を経て、平成１５年４月２５日（金）に開館。
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舞鶴市西市民プラザについて 資料2-3
１）これまでの経緯について

日 付 開催された会議や公開情報 内容

令和５年 現指定管理者との協議 ５月１０日、１８日、７月１２日、

８月１７日の計４回にわたって

協議を実施。

８月下旬 募集要項の策定

８月２９日 定例記者会見

９月１日～ 公募開始 ９月１日～１０月１０日迄

９月１３日 応募説明会
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舞鶴市西市民プラザについて 資料2-４
１）これまでの経緯について

日 付 開催された会議や公開情報 内容

１１月６日 指定管理者選定委員会 応募団体から事業提案を受ける。

プレゼン時間は約15分。

１１月２８日 １２月定例会開会 指定管理者の議案が上程。

１２月 ５日 請願提出

１２月１４日 市民文教委員会 請願及び議案の審査

１２月２６日 １２月定例会最終日 請願採択、９２号議案否決
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舞鶴市西市民プラザについて 資料2-5
相撲に例えると・・・
行 司 ⇒ 選定委員

力 士 ⇒ 応募団体

土 俵 ⇒ 募集要項

物言い ⇒ 請願

一旦は取組がついたが、物言いがついた。

みんなで決めた丸い土俵ではなく、知らない間に

できた四角い土俵の取組であったため、認められない。

「今回、制定された基本ビジョンは西住民

との合意形成が図られたものではないため、

ビジョン制定の再検討を求められたい。」→採択

よって、西市民プラザの選定は取り直しとなった。
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２）市が公表している事実の確認について 資料３ー１

市の公表資料より



２）市が公表している事実の確認について 資料３ー２

市の公表資料より

募集要項の新旧対象表

基本的な考え方の部分

下線部がほぼ、新しく追加してある。

設置目的（役割・ミッション）の部分

市民による自主的な活動の拠点という

文言が削除。目的の大きな変更である。

施設運営の基本的な方向性

新しく高校生等の若者や子どもについて

記述が加えられている。

⇒設置目的や方針は大きく変わっている！



２）市が公表している事実の確認について 資料３ー３

市の公表資料より

３ 指定管理者の行う業務

（１）施設を有効活用した高校生などの若者や子ども
の居場所づくりに関する業務

（２）高校生などの若者や子どもと地域のつながりづ
くりに関する業務

（３）施設の利用承認に関する業務

（４）施設の維持管理に関する業務

（５）その他施設の管理運営上市長が認める業務



舞鶴市西市民プラザについて 資料4-1
４）市の直営となることについて

舞鶴市西市民プラザ条例 平成14年12月27日 条例第28号

（指定管理者による管理）

第３条 施設及びその付属設備の管理は、法人その他の団体であって、舞鶴市公
の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第3号第1項の規定に基づき
市長が指定するものにこれを行わせる。

（指定管理者不在等期間の管理

第１７条 第３条の規定にかかわらず、舞鶴市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等
に関する条例第６条第１項の規定により市長が指定管理者の指定を取り消し、又は期間を
定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止を命じた場合等で指定管理者が不在等となっ
たときは、その時からその直後に指定管理者を指定し、又は当該停止の期間が終了するま
での間における施設等の管理は、市長が行う。
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舞鶴市西市民プラザについて 資料4-2
４）市の直営となることについて
指定管理者制度に関する基本方針 平成25年8月制定

（公募による選定の原則）

指定管理者制度を導入する場合、その候補者の選定は、多種多様なノウハウやア
イディアを持つ団体から最も優良な管理を行い得る者を公募で選定するものとす
る。ただし、次のいずれかに該当する場合は公募しないで特定の団体を選定する
ことができる。

① 設置目的に沿って設立した団体に管理を行わせることが適当である場合

② 地域密着型の施設で当該地域の住民で組織された団体に管理を行わせることが適当である場合

③ 社会福祉施設で利用者に対して特に配慮が必要とされ、指定管理者の変更が利用者に大きく影響
を及ぼすおそれがある場合

④ 公募設置管理制度に基づく事業者の選定と合わせて指定管理者の指定をした場合において、公募
設置等計画の認定期間中に指定管理者の更新を行うとき

⑤ 緊急に指定管理者を指定しなければならない場合

⑥ 施設所管課の要請により、指定管理者選定委員会が適当と認めた場合
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